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5.15 環境影響の総合的な評価 

大気質、水質、土壌、騒音、振動、低周波音、廃棄物・残土、地球環境、動物、植物、生態系、景

観、自然とのふれあい活動の場について、事業の実施が事業計画地周辺の環境に及ぼす影響について

予測を行った結果、いずれの項目についても環境保全目標を満足するものと評価された。 

環境影響評価項目ごとの調査結果、予測・評価の結果及び環境保全対策の検討結果は、表 5.15.1(1)

～(18)に示すとおりである。 
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表 5.15.1(1) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

大気質 一般環境は会場予定

地、沿道環境は工事関

連車両及び施設関連車

両の走行ルート沿道 3

地点において現地調査

を行った。 

一般環境の現地調査

結果によると、会場予

定地の二酸化硫黄、二

酸化窒素及び浮遊粒子

状物質のいずれについ

ても環境基準の長期的

評価を満足している。 

沿道環境の現地調査

結果によると、工事関

連車両の走行ルート及

び施設関連車両の走行

ルート沿道 3 地点の二

酸化窒素及び浮遊粒子

状物質のいずれについ

ても環境基準の長期的

評価を満足している。 

【施設の利用】 

・施設の供用により発生する排

出ガスの予測結果は、二酸化窒

素及び浮遊粒子状物質ともに、

環境基準値を下回ると予測さ

れた。二酸化窒素については、

大阪市環境基本計画の目標（1

時間値の 1日平均値が 0.04ppm

以下であること）を超過した

が、寄与率は予測地点で最大

0.2％であった。また、浮遊粒

子状物質の寄与率は、最大

0.0％であった。 

 

・施設関連車両の走行及び船舶

の停泊・航行による排出ガスの

予測結果は、二酸化窒素及び浮

遊粒子状物質ともに、環境基準

値を下回ると予測された。二酸

化窒素については、大阪市環境

基本計画の目標を超過したが、

寄与率は予測地点で最大

13.6％であった。また、浮遊粒

子状物質の寄与率は、最大

1.1％であった。 

 

【工事の実施】 

・建設機械等の稼働により発生

する排出ガスの予測結果は、二

酸化窒素及び浮遊粒子状物質

ともに、環境基準値を下回ると

予測された。二酸化窒素につい

ては、大阪市環境基本計画の目

標を超過したが、寄与率は予測

地点で最大 3.2％であった。ま

た、浮遊粒子状物質の寄与率

は、最大 0.7％であった。 

 

・工事関連車両の走行及び工事

用船舶の停泊・航行による排出

ガスの予測結果は、二酸化窒素

及び浮遊粒子状物質ともに、環

境基準値を下回ると予測され

た。二酸化窒素については、大

阪市環境基本計画の目標を超

過したが、寄与率は予測地点で

最大 6.5％であった。また、浮

遊粒子状物質の寄与率は、最大

0.3％であった。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・空調熱源については、導入時点における

最新の低NOx機器を採用するよう努める。 

・会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地

内の車両の稼働にあたっては、空ぶかし

の防止やアイドリングストップの励行

等、大気汚染物質の排出量の低減に努め

る。 

・エコドライブの実施を推奨し、施設関係

者への周知を図る。 

・高速道路の利用促進への誘導を行い、交

通渋滞の抑制に努める。 

・（仮称）舞洲駐車場の事前予約制の導入を

行うことで、来場時間の平準化を行い、車

両のピーク時間帯への集中を回避する。 

・空ぶかしの防止やアイドリングストップ

の励行等、大気汚染物質の排出量の低減

に努める。 

・船舶は適切に整備・点検を行い、整備不良

による排出ガス中の大気汚染物質の増加

を抑制する。 

・船舶の航行にあたっては、航行速度の最

適化に努め、高負荷運転をしないよう関

係者への周知徹底を図る。 

 

【工事の実施】 

・工事区域の周囲に仮囲いを行い、適宜散

水及びタイヤ等の洗浄を行い、粉じんの

発生・飛散防止を図る。 

・工事実施時点における最新の排出ガス対

策型建設機械を採用するよう努め、建設

機械の空ぶかしの防止、アイドリングス

トップの励行及び同時稼働のできる限り

の回避等の適切な施工管理を行う。 

・工事の実施にあたっては、工区割を行い、

できる限り影響が低減されるよう、工事

の平準化に努める。 

・解体時には、工事区域の周囲の仮囲いに

加え、解体建物の周囲にパネルを設置す

るとともに、適宜散水及びタイヤ等の洗

浄を行い、粉じんの発生・飛散防止を徹底

する。 

・建設資材等の運搬は、車両走行ルートの

通行時間帯の配慮、運転者への適正走行

の周知徹底、工事関連車両の運行管理を

行う。 

・車両走行ルートの適切な設定を行い、歩

道を有する幹線道路や高速道路の利用を

優先する。 

・工事関連車両のタイヤ洗浄等により粉じ

んの飛散防止に努める。 

・船舶は適切に整備・点検を行い、整備不良

による排出ガス中の大気汚染物質の増加

を抑制する。 

・船舶の航行にあたっては、航行速度の最

適化に努め、高負荷運転をしないよう関

係者への周知徹底を図る。 
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表 5.15.1(2) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

水質 生活環境項目は、水

素イオン濃度、溶存酸

素量、化学的酸素要求

量、全窒素及び全リン

の一部の検体では環境

基準値を超過してい

た。水生生物生息環境

項目は、全亜鉛の一部

の検体では環境基準値

を超過していた。健康

項目及びダイオキシン

類は、ふっ素及びほう

素を除いて環境基準に

適合していた。 

流況の恒流成分は、

流向については、海面

下 1m は地点 No.1 が地

形に沿った南東方向、

地点 No.2 が南南西、地

点 No.3が東方向となっ

ており、流速について

は、海面下1mが2.6cm/s

～4.2cm/s、海底面上 2m

が 0.8cm/s～1.5cm/sで

あった。 

【工事の実施】 

建設・解体工事中に発生する排

水による周辺海域の水質への予

測結果は、会場予定地及び（仮称）

舞洲駐車場予定地において汚水

の回収や沈砂池による適切な処

理等を行う計画であり、影響は小

さいものと予測された。  

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【工事の実施】 

・工事中の生活排水を含む汚水は、回収を

行い適正に処理する。 

・著しい降雨時の土工は極力避け、濁水の

発生を抑制する。 
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表 5.15.1(3) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

土壌 会場予定地周辺にお

ける土壌の状況を把握

するために、既存資料

調査を実施した。大阪

港湾局により実施され

た、夢洲 3区の事業用地

（（仮称）夢洲駅予定

地）臨港鉄道北港テク

ノポート線建設事業に

係る土壌等の調査の結

果は調査箇所の一部に

おいて土壌汚染対策法

の基準超過が確認され

ている（溶出量でひ素、

ふっ素、鉛が基準超過、

含有量では基準超過な

し）。大阪港湾局によれ

ば、夢洲では、海洋汚染

等及び海上災害の防止

に関する法律、土壌汚

染対策法等の法令に基

づき、浚渫土砂や建設

残土を受け入れ、適切

に埋立てを実施してお

り、これまでに有害物

質を扱う工場等の利用

履歴はないことから自

然界に遍在するひ素・

ふっ素等が埋立土砂に

含まれることが原因で

あるとしている。 

【工事の実施】 

掘削により発生する土砂につ

いては、原則会場内で盛土や埋め

戻しに使用するため、夢洲外への

残土の搬出は行わないことから、

環境への影響は小さいと予測さ

れた。 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【工事の実施】 

・土壌の掘削に際しては土壌汚染対策法等

に基づき散水等、土壌の飛散防止を図る。 

・工事関連車両の会場予定地の出場にあた

っては、タイヤ等洗浄を実施し、付着した

土壌の会場予定地からの持ち出しを防止

する。 

・夢洲１区においては、50cm覆土を維持し、

本事業として盛土を行った上で、その盛

土層のみを掘削する計画とする。 
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表 5.15.1(4) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

騒音 一般環境騒音は、会

場予定地及びその周辺

の 3地点、道路交通騒音

は、施設の利用及び工

事の実施に伴う関連車

両の主要走行ルートの

うち、主に住居が存在

する道路沿道 6 地点に

おいて、等価騒音レベ

ル（ＬAeq）を測定した。 

一般環境騒音の調査

結果は、昼間の測定値

が 48～55 デシベル、夜

間の測定値が 46～51デ

シベルであり、一般環

境Ａの平日夜間で環境

基準値を上回ってい

た。道路交通騒音の調

査結果は、等価騒音レ

ベル（ＬAeq）の昼間の測

定値が 58～71 デシベ

ル、夜間の測定値が 52

～66 デシベルであり、

交通 No.4 の平日夜間、

交通 No.5の平日昼夜及

び休日夜間、交通 No.6

の平日昼夜で環境基準

値を上回っていた。 

【施設の利用】 

・施設の供用により発生する騒

音については、会場予定地敷地

境界において、工場・事業場に

おける騒音の規制基準値未満

となると予測された。周辺地点

では、一般環境Ａの平日の夜間

で総合騒音レベルは環境基準

値を上回っているが、現況で環

境基準値を上回っており、施設

からの騒音による環境騒音の

上昇はほとんどないと予測さ

れた。 

・施設関連車両の走行に伴う道

路交通騒音は、ほとんどの地点

において環境保全目標値以下

であった。交通 No.4 の平日夜

間、交通 No.5 の平日昼夜及び

休日夜間、交通 No.6 の平日昼

夜では、現況においても環境保

全目標値を上回っており、本事

業の影響による増分は 0.1～

0.7 デシベルであり、現況を悪

化させない結果となった。 

・ヘリコプターの運航により発

生する騒音は、地域の類型Ⅱに

おける航空機騒音に係る環境

基準値未満と予測された。 

 

【工事の実施】 

・工事中の建設機械等の稼働に

より発生する騒音の敷地境界

での到達騒音レベルは、会場予

定地では最大で 81 デシベル、

（仮称）舞洲駐車場予定地では

最大で 69 デシベルと予測さ

れ、特定建設作業に係る騒音の

規制基準値を下回っていた。 

・工事関連車両の走行による道

路交通騒音は、ほとんどの地点

において環境保全目標値以下

であった。交通 No.5 の平日昼

夜及び休日夜間、交通 No.6 の

平日昼夜では、現況においても

環境保全目標値を上回ってお

り、本事業の影響による増分は

0.0～0.3 デシベルであり、現

況を悪化させない結果となっ

た。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・空調設備等について、低騒音型の設備を

できる限り採用する。 

・必要に応じて防音壁の設置等の対策を行

う。 

・高速道路への誘導を行い、交通渋滞を抑

制することにより、周辺への騒音影響の

抑制に努める。 

・（仮称）舞洲駐車場の事前予約制の導入を

行うことで、来場時間の平準化を行い車

両のピーク時間帯への集中を回避する。 

・賓客用ヘリポートに関しては、極力夜間

の離発着を避け、昼間に離発着できるよ

う、関係者への呼びかけを行う。   

・ヘリコプターの運航にあたっては、進入・

出発経路が可能な限り配慮施設に接近し

ない経路とし、原則として開催時刻外の

早朝夜間は運行しない。離陸時には安全

に配慮したうえで速やかに安全飛行高度

まで上昇して地上への騒音影響を低減す

る。 

 

【工事の実施】 

・工事の実施にあたっては、工区割を行い、

できる限り影響が低減されるよう、工事

の平準化に努める。 

・低騒音型の建設機械の導入や回転圧入形

式の杭工法等、騒音の影響が小さい工法

の採用に努める。 

・建設機械の空ぶかしの防止、アイドリン

グストップの励行、同時稼働のできる限

りの回避等の適切な施工管理を行う。 

・建設資材等の運搬は、車両走行ルートの

通行時間帯の配慮、運転者への適正走行

の周知徹底を行う。 

・車両走行ルートの適切な設定を行い、歩

道を有する幹線道路や高速道路の利用を

優先する。 

・工事関連車両の運行管理は、各関係機関

等との緊密な工事調整を行う計画であ

る。 
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表 5.15.1(5) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

振動 環境振動について、

会場予定地で振動レベ

ルの 80％レンジ上端値

(Ｌ10)を測定した。 

会場予定地の調査結

果は、全ての時間帯で

規制基準値を下回って

いた。 

道路交通振動につい

て、施設の利用及び工

事の実施に伴う関連車

両の主要走行ルートの

うち、主に住居が存在

する道路沿道 6 地点に

おいて、振動レベルの

80％レンジ上端値(Ｌ

10)を測定した。 

道路交通振動の調査

結果は、全ての時間帯

で要請限度値を下回っ

ていた。 

【施設の利用】 

・施設の供用により発生する振

動予測結果は、いずれの時間

区分においても規制基準値未

満であると予測された。 

・施設関連車両の走行により発

生する振動予測結果は、全ての

地点及び時間区分において要

請限度値以下であった。施設関

連車両による増分は最大で平

日が 3.8 デシベル、休日が 8.1

デシベルであったが、全ての地

点及び時間区分において、要請

限度値以下であり、人間の振動

の感覚閾値である 55 デシベル

を下回ると予測された。 

 

【工事の実施】 

・工事中の建設機械等の稼働に

より発生する振動の敷地境界

における到達振動レベルは、会

場予定地では最大で 51 デシベ

ル、（仮称）舞洲駐車場予定地

では最大で 71 デシベルと予測

され、特定建設作業に係る振動

の規制基準値を下回っていた。 

・工事中の工事関連車両の走行

により発生する振動予測結果

は、全ての地点及び時間区分に

おいて要請限度値以下であっ

た。工事関連車両による増分は

最大で平日が 1.2 デシベル、休

日が 4.6 デシベルであったが、

人間の振動の感覚閾値である

55 デシベルを下回ると予測さ

れた。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・高速道路の利用促進への誘導を行い交通

渋滞の抑制に努める。 

・会場外駐車場の事前予約制の導入を行う

ことで、来場時間の平準化を行い車両の

ピーク時間帯への集中を回避する。 

 

【工事の実施】 

・工事の実施にあたっては、工区割を行い、

できる限り影響が低減されるよう、工事

の平準化に努める。 

・低振動型の建設機械の導入や回転圧入形

式の杭工法等、振動の影響が小さい工法

の採用に努める。 

・建設機械の空ぶかしの防止、アイドリン

グストップの励行、同時稼働のできる限

りの回避等の適切な施工管理を行う。 

・建設資材等の運搬は、車両走行ルートの

通行時間帯の配慮、運転者への適正走行

の周知徹底を行う。 

・車両走行ルートの適切な設定を行い、歩

道を有する幹線道路や高速道路の利用を

優先する。 

・工事関連車両の運行管理は、各関係機関

等との緊密な工事調整を行う計画であ

る。 
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表 5.15.1(6) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

低周波音 会場予定地周辺の 3

地点において、低周波

音の測定を行った。 

Ｇ特性音圧レベル

は、最大で 79dB(G)であ

り、「低周波音問題対応

の手引書」（環境省、平

成 16 年）に記載されて

いる低周波音の心身に

係る苦情に関する参照

値とされる、92dB(G)を

下回っていた。 

また、1/3 オクターブ

バンド幅での周波数分

析結果については、物

的苦情に関する参照値

を下回っていたが、心

身に係る苦情に関する

参照値は、夢洲の平日

昼間で 40Hz 以上、休日

昼間で 50Hz 以上、平日

夜間、休日夜間で 50Hz

以上の周波数で上回っ

ており、一般環境Ａの

平日昼間で 31.5Hz 以

上、休日昼間で 40Hz 以

上、平日夜間で 40Hz 以

上、休日夜間で 50Hz 以

上の周波数で上回って

おり、一般環境Ｂの平

日昼間で 31.5Hz以上の

周波数、休日昼間、平日

夜間、休日夜間で 40Hz

以上の周波数において

上回っていた。 

【施設の利用】 

・施設の供用による低周波音の

総合Ｇ特性音圧レベルは一般

環境Ａにおいて、最大 77dB(G)

であり、心身に係る苦情に関す

る参照値である 92dB(G)を下

回ると予測された。1/3 オクタ

ーブバンドレベルの予測結果

は、物的苦情に関する参照値を

下回ると予測された。心身に係

る苦情に関する参照値との比

較は、一般環境Ａにおいて

31.5Hz 以上で一部参照値を上

回るものと予測されるが、本事

業の実施による音圧レベルの

影響はほとんどないものと考

えられる。 

・ヘリコプターの運航に伴う低

周波音の到達Ｇ特性音圧レベ

ル最大値の予測結果は、各飛行

コースとも ISO-7196 に示され

た感覚閾値 100 デシベルを下

回ると予測された。「圧迫感・

振動感を感じる音圧レベルと

の比較結果」は市街地周遊コー

ス 1、市街地周遊コース 2 の着

陸時（会場南側の飛行コース）

が 40Hz 以上で「圧迫感・振動

感」を感じるレベルに近い値と

なっているが、「低周波空気振

動調査報告書」（環境庁、昭和

59 年）には家屋による一定の

遮音性が示されており、これを

考慮すると屋内では予測結果

より低いレベルになると考え

られる。また、1/3 オクターブ

バンド音圧レベル最大値の予

測結果は、市街地周遊コース

1、市街地周遊コース 2 の着陸

時が「建具のがたつきが始まる

レベル」を上回ると予測された

が、環境省によると建具のがた

つきが始まる音圧レベルにつ

いては、建具の種類、大きさ、

取付状態及び建具の背後の部

屋の構成等によって大きく異

なるため、低周波音の音圧レベ

ルがいずれかの周波数で閾値

を超えたとしても、必ずがたつ

くとは限らないとされている。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・空調設備等について、低騒音・低振動型

の設備をできる限り採用する。 

・賓客用ヘリポートに関しては、極力夜間

の離発着を避け、昼間に離発着できるよ

う、関係者への呼びかけを行う。 

・ヘリコプターの運航にあたっては、進入・

出発経路が可能な限り配慮施設に接近し

ない経路とし、原則として開催時刻外の

早朝夜間は運行しない。離陸時には安全

に配慮したうえで速やかに安全飛行高度

まで上昇して地上への騒音影響を低減す

る。 
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表 5.15.1(7) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

廃棄物・

残土 

大阪市全域から排出

されるごみ処理量の推

移は、平成 3年度をピー

クに、さまざまなごみ

減量・リサイクルの取

組を進め、ごみ処理量

は減少傾向を示してい

る。大阪市では、平成 22

年 3月に策定された「大

阪市一般廃棄物処理基

本計画」を令和 2年 3月

に改定し、一層のごみ

減量を図ることとして

いる。 

また、令和元年度に

大阪市から排出された

産業廃棄物の処理状況

は、全体で 6,750千トン

であり、そのうち 6,700

千トン（99.3％）が中間

処理され、3,430 千トン

（50.8％）の処理残さ

が生じ、3,270 千トン

（48.4％）が減量化さ

れている。再生利用量

は、直接再生利用され

る 11千トンと処理後に

再生利用される 3,320

千 ト ン を 合 わ せ た

3,330 千トンで、最終処

分量は、直接最終処分

される 40千トンと処理

後に最終処分される

110 千トンを合わせた

150 千トンとなってい

る。 

【施設の利用】 

施設の利用に伴う廃棄物の総

排出量は 7,891t、リサイクル量

は 3,550t、処分量は 4,341t と予

測された。また、リサイクル率は

45％と予測された。 

 

【工事の実施】 

本事業における建設工事では、

廃棄物発生量は 26,153ｔ、リサ

イクル量が 23,382ｔ、処分量は

2,771ｔ、リサイクル率は約 89%

と予測された。 

解体工事では、廃棄物発生量は

895,289ｔ、リサイクル量が

880,168ｔ、処分量は 15,121t、リ

サイクル率は約 98%と予測され

た。 

本事業では、建設工事において

発生する土砂については原則会

場内で盛土や埋め戻しに使用す

るため、残土は発生しないと予測

された。建設工事における会場予

定地からの汚泥発生量は 6,600

ｔ、リサイクル量が 6,270ｔ、処

分量は 330ｔと予測された。解体

工事における会場からの汚泥発

生量は 780ｔ、リサイクル量が

741ｔ、処分量は 39ｔと予測され

た。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・営業施設等での容器包装等の使用量削減

の推進、来場者へのマイバッグ・マイボト

ル等の利用の呼びかけ、分かりやすいピ

クトグラムによる正しいごみの分別の促

進により、廃棄物の発生抑制を行う。 

・出展者、サプライヤーと連携し、各施設か

ら出るごみの計量、ごみ料金徴収（従量

制）による削減意識の啓発、入場事前予約

制度と連動した需要予測による食品ロス

の削減、リユース食器の採用、非プラスチ

ック製の容器・包装資材等の使用等の実

施を検討する。 

・ESMS（持続可能性管理システム）の構築検

討を進めており、具体的な取組項目や内

容、目標等については、今後、検討してい

くが、ESMS の導入により、PDCA サイクル

での進捗管理、取組の継続的な改善・最適

化を図る。 

 

【工事の実施】 

・パビリオン建築に係るガイドラインを策

定し、建築資材のリサイクルの推進に努

める。 

・できる限り場内で種類ごとに分別し、中

間処理業者に引き渡すことにより再生骨

材、路盤材、再生チップ等としてリサイク

ルを図る。 

・使用する建設資材等については、できる

限りリサイクル製品を使用するものと

し、建設リサイクルの促進についても寄

与できるよう努める。 

・梱包資材の簡素化による廃棄物の発生抑

制や分別コンテナによる廃棄物分別によ

り廃棄物の減量化に努める。 

・杭工事等により発生する汚泥については、

産業廃棄物として法令などに基づき再生

利用等適正に処理を行う。 
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表 5.15.1(8) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

地球環境 大阪市域における

2019 年度の温室効果ガ

ス排出量は 1,637万ｔ-

CO2であり、基準年度で

ある 2013年度の排出量

と比較して約 21％減で

あった。 

【施設の利用】 

環境保全対策を講じた場合の

二酸化炭素排出量は約 38,992t-

CO2/期間と予測され、環境保全対

策を講じない場合の 53,574t-

CO2/期間と比較すると、本事業に

より計画している環境保全対策

を講じることにより、総排出量で

約 14,582t-CO2/期間削減され、

27.2％の削減効果があると予測

された。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・空調熱源の高効率化、高効率照明（LED）

の採用、節水器具の採用、CASBEE○R等建築

環境総合評価システムの活用を行う。 

・改定版「EXPO2025 グリーンビジョン」で

は、核となる対策の候補として、DACCS や

メタネーションなどの技術の導入、ネガ

ティブエミッション技術等の導入、クレ

ジット等の会場外での創出支援、寄付、購

入により、カーボンニュートラルを目指

す。 

・2022 年度から開始された大阪府市の車両

購入補助制度を活用して、バス事業者へ

電気自動車の購入促進を図り、シャトル

バスやパークアンドライドバス等に電気

自動車等を可能な限り導入に努める。 

・ESMS（持続可能性管理システム）の構築

検討を進めており、具体的な取組項目や

内容、目標等については、今後、検討し

ていくが、ESMS の導入により、PDCA サイ

クルでの進捗管理、取組の継続的な改善・

最適化を図る。 
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表 5.15.1(9) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

陸域動物 現地調査により生息

が確認された哺乳類は

2目 3科 4種、鳥類は 12

目 35科 114 種、爬虫類

は 2 目 5 科 5 種、両生

類は 1 目 3 科 3 種、昆

虫類は 180 科 591 種、

底生生物は 7網 14目 33

科 65 種であった。 

調査結果のうち重要

な種は、哺乳類 1 種、鳥

類 67 種、両生類 1 種、

昆虫類 16 種の合計 85

種であり、このうち会

場予定地、（仮称）舞洲

駐車場予定地のいずれ

かまたは両方で確認さ

れた種は、哺乳類 1 種、

鳥類 53 種、昆虫類 8 種

の合計 62 種であった。

鳥類のコアジサシは、

春季から繁殖後期にか

けて会場予定地内外で

繁殖に係わる鳴き交わ

し、求愛給餌、抱卵が確

認され、夢洲では周辺

の海上も含めて延べ

456 例、舞洲では周辺の

海上を中心に 79例が確

認された。 

【施設の利用】 

 博覧会の開催に際しては、来場

者の車両は原則として主要な通

行ルート以外を通行しないよう

誘導し、来場者の車両による騒音

等の影響を可能な限り低減する。

また、空調設備等は可能な限り低

騒音型及び低振動型の設備を採

用し適切な維持管理を行い、建築

物の外壁等は可能な限り防音性

の高い資材を採用する。さらに、

照明設備は適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置によ

り、会場予定地外及び（仮称）舞

洲駐車場予定地外への影響を可

能な限り低減する。以上のことか

ら、施設の利用による重要な陸域

動物への影響は小さいと予測さ

れた。 

 

【工事の実施】 

重要な哺乳類のカヤネズミに

ついては、工事開始前に草刈りを

行う際、既存事例に基づき草地の

中央付近から周辺へ進め、作業を

複数回に分けて実施する。重要な

鳥類のコアジサシについては、

「コアジサシ繁殖地の保全・配慮

指針」（平成 26 年 環境省自然環

境局野生生物課）に基づき、防鳥

ネットによる被覆等の営巣防止

策を実施する。営巣が確認された

場合には、付近を立ち入り原則禁

止として繁殖への影響を低減す

る。加えて、低騒音型、低振動型

建設機械の採用、夜間工事を行う

場合には、工事を最小限にとど

め、適切な遮光フードの採用、照

明器具の適正配置により、会場予

定地外及び（仮称）舞洲駐車場予

定地外に生息・生育する動植物へ

の影響を可能な限り低減するこ

とから、工事の実施による重要な

陸域動物への影響は小さいと予

測された。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・来場者の車両は原則として主要な通行ル

ート以外を通行しないよう誘導すること

により、来場者の車両による騒音等の影

響を可能な限り低減する。 

・空調設備等は可能な限り低騒音型及び低

振動型の設備を採用し、適切な維持管理

を行う。 

・適切な遮光フードの採用、照明器具の適

正配置により、会場予定地外及び（仮称）

舞洲駐車場予定地外に生息・生育する動

植物への影響を可能な限り低減する。 

・グリーンワールドや静けさの森には緑地

を確保することにより動物が利用できる

よう検討する。 

・ウォーターワールドは、水辺に生息する

鳥類に配慮して開放水面を可能な限り確

保する。 

・夢洲 1 区の内水面付近は、2025 年度末ま

で草刈りなどの対策を大阪市等と調整し

実施することにより、裸地を利用する鳥

類が利用できるよう検討する。 

・ウォーターワールドの沈殿池は、地盤改

良工事の予定がなく、浅場や羽休め等の

休息の場として鳥類の利用が可能と考え

られる。また、ウォーターワールドの南東

部は、 工事で移動させた底質土砂の一部

等を大阪市と連携し適切な場所に戻し、

水位を回復させることで浅場となり、 水

辺を利用する鳥類が利用できるよう検討

する。 

 

【工事の実施】 

・工事関係者による工事区域外への不要な

立ち入りを禁止する。 

・騒音及び振動の発生源となる建設機械は、

可能な限り低騒音型、低振動型を使用す

る。 

・夜間工事を行う場合には、工事を最小限

にとどめ、適切な遮光フードの採用、照明

器具の適正配置により、会場予定地外及

び（仮称）舞洲駐車場予定地外に生息・生

育する動植物への影響を可能な限り低減

する。 

・工事中の雨水等は、会場予定地内南側の

ウォーターワールド予定地に流入させ、

同地内を経由させることで、SS の除去を

行う計画である。また、コンクリート打設

等に伴うアルカリ性の排水はpH調整を行

った後にウォーターワールドを経由して

既設の余水吐より放流する計画である。 

・夢洲 1 区の内水面付近は、2025 年度末ま

で草刈りなどの対策を大阪市等と調整し

実施することにより、裸地を利用する鳥

類が利用できるよう検討する。 
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表 5.15.1(10) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

陸域動物 （結果は前頁） （結果は前頁） 【工事の実施（前頁つづき）】 

・ウォーターワールドの沈殿池は、地盤改

良工事の予定がなく、浅場や羽休め等の

休息の場として鳥類の利用が可能と考え

られる。また、ウォーターワールドの南東

部は、 工事で移動させた底質土砂の一部

等を大阪市と連携し適切な場所に戻し、

水位を回復させることで浅場となり、 水

辺を利用する鳥類が利用できるよう検討

する。 

・（仮称）舞洲駐車場予定地の工事では、カ

ヤネズミを予定地周辺の生息可能な場所

へ移動させるため、工事開始前の草刈り

を行う際に草地の中央付近から周辺へ進

め、作業を複数回に分けて実施する。 

・工事の実施にあたりコアジサシの飛来が

確認された場合には、「コアジサシ繁殖地

の保全・配慮指針」（平成 26 年、環境省

自然環境局野生生物課）に基づき、防鳥ネ

ットによる被覆等の営巣防止策を実施す

る。また、営巣が確認された場合には、付

近を原則立入禁止とする等、配慮、対策を

行う。 
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表 5.15.1(11) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

海域動物 現地調査により生息

が確認された動物プラ

ンクトンは 77 種、魚卵

8 種、稚仔魚 11 種、底

生動物 39 種、漁業生物

（囲刺網）2 種、漁業生

物（底刺網）14 種、付着

生物（目視観察）23 種、

付着生物（枠取り調査）

138 種であった。 

調査結果のうち重要

な種は、底生生物 4 種

（ヒメカノコアサリ、

ハナオカカギゴカイ、

ツバサゴカイ、オオヨ

コナガピンノ）、付着生

物（動物）1 種（カキモ

トシリス）の合計 5種で

あった。 

【工事の実施】 

本事業では周辺海域での浚渫

及び埋立は行わない。さらに、建

設・解体工事中における周辺海域

の水質に及ぼす影響は小さいと

予測されたことから、海域動物へ

の影響は小さいと予測された。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用、工事の実施】 

・会場予定地周辺海域において、浚渫及び

埋立は行わない。 

・会場予定地内の工事中の雨水等は、会場

予定地内南側のウォーターワールド予定

地に流入させ、同地内を経由させること

で、SS の除去を行う計画である。また、

コンクリート打設等に伴うアルカリ性の

排水はpH調整を行った後にウォーターワ

ールドを経由して既設の余水吐より放流

する計画である。 
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表 5.15.1(12) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

陸域植物 現地調査により生育

が確認された植物相は

86 科 362 種であり、夢

洲では 53科 216 種、舞

洲では 83科 304種であ

った。 

植生については、夢

洲の会場予定地では、

造成地、路傍・空地雑草

群落、湿地植物群落及

び開放水面等が分布し

ていた。舞洲は、市街

地・人工構造物等が広

い範囲を占め、（仮称）

舞洲駐車場予定地は、

路傍・空地雑草群落、公

園（樹林地以外）、造成

地及び市街地・人工構

造物等であった。 

現地調査により生育

が確認された重要な種

は、ツツイトモ、リュウ

ノヒゲモ、コガマ、シオ

クグ、ヒトモトススキ、

カワヂシャ及びハマゴ

ウの 7種であり、このう

ち会場予定地及び予定

地境界付近で確認され

た種は 4 種（ツツイト

モ、コガマ、ヒトモトス

スキ及びカワヂシャ）、

（仮称）舞洲駐車場予

定地で確認された種は

無かった。 

【工事の実施】 

会場予定地及び（仮称）舞洲駐

車場予定地において確認された

重要な陸域植物のうち、ツツイト

モは生息地点での工事は行わな

いことから影響はないと予測さ

れた。コガマ、カワヂシャ及びヒ

トモトススキは、工事開始前に生

育状況の確認を行い、生育が確認

された場合は有識者の指導にも

とづき、適切に対応する。 

大阪市立自然史博物館の調査

で確認されたカワツルモは、大阪

市が地盤改良工事を実施するに

あたり、有識者に相談して移植を

実施した。土地貸与後の工事開始

前に生育状況の確認を行い、生育

が確認された場合は有識者の指

導に基づき、適切な対応を行う。 

以上により影響は低減される

ものと考えられる。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【工事の実施】 

・工事関係者の工事区域外への不要な立ち

入りを防止する。 

・夜間工事を行う場合には、工事を最小限

にとどめ、適切な遮光フードの採用、照明

器具の適正配置により、会場予定地外及

び（仮称）舞洲駐車場予定地外に生育する

植物への影響を可能な限り低減する。 

・コガマ及びカワヂシャについては、その

生育状況について土地管理者である大阪

市及び大阪広域環境施設組合に調査結果

を情報提供する。土地貸与後の工事開始

前に生育状況の確認を行い、生育が確認

された場合は有識者の指導に基づき標本

として保存する。 

・ヒトモトススキ及びカワツルモについて

は、土地の改変等の予定がない地点に大

阪市が移植を実施した。土地貸与後の工

事開始前に会場内において生育状況の確

認を行い、生育が確認された場合は有識

者の指導に基づき移植など適切な対応を

行う。 

・ハマボウ、ホソバノハマアカザ及びウラ

ギクについては、土地貸与後の工事開始

前に生育状況の確認を行い、生育が確認

された場合には有識者の指導に基づき、

適切な対応を行う。 
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表 5.15.1(13) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

海域植物 現地調査により生育

が確認された海域植物

は、植物プランクトン

が 96 種、付着生物（目

視観察）が 9 種、付着生

物（枠取り調査）が 8 種

であった。 

現地調査において重

要な海域植物は確認さ

れなかった。 

現地調査において重要な海域

植物は確認されなかったが、事業

の実施にあたっては、右記に示す

環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

・会場予定地周辺海域において、浚渫及び

埋立は行わない。 

・会場予定地内の工事中の雨水等は、会場

予定地内南側のウォーターワールド予定

地に流入させ、同地内を経由させること

で、SS の除去を行う計画である。また、

コンクリート打設等に伴うアルカリ性の

排水はpH調整を行った後にウォーターワ

ールドを経由して既設の余水吐より放流

する計画である。 
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表 5.15.1(14) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

陸域 

生態系 

調査地域における

「埋立地の生態系」は、

路傍・空地雑草群落や

公園（樹林地以外）、植

栽樹林群等からなる

「草地・緑地」、造成地

や自然裸地からなる

「裸地」、ヨシ群落や湿

地植物群落、開放水面

からなる「水辺」、市街

地や人工構造物等から

なる「市街地等」を基盤

とする生態系である。 

草地・緑地や裸地に

は、イネ科草本の葉等

を餌とするバッタ目や

カメムシ目等の植食性

昆虫類が生息してい

る。これらをカナヘビ、

ニホントカゲ等の肉

食・雑食性の爬虫類や

クロモンサシガメやナ

ミテントウ等の肉食性

昆虫類が捕食し、さら

にこれらをハクセキレ

イ、ヒバリ及びセッカ

等の鳥類やカヤネズミ

等の小型哺乳類が捕食

している。また、植物の

種子を餌とするキジバ

ト等の植食性鳥類も生

息している。そしてこ

れらを栄養段階の最上

位に位置するイタチ属

等の中型哺乳類、チュ

ウヒ、ハヤブサ及びチ

ョウゲンボウ等の猛禽

類が捕食している。開

放水面やヨシ等の湿地

性の植物群落から構成

される水辺には、エサ

キコミズムシ、ミズミ

ミズ亜科等の懸濁有機

物・植食性昆虫類・底生

動物が一次消費者とし

て生息している。これ

らをチビゲンゴロウ等

の雑食性昆虫類や底生

動物が捕食している。

さらに、これらをヌマ

ガエル等の肉食性両生

類やシギ・チドリ類、カ

モ類等の鳥類が捕食

し、周辺の海域ではコ

アジサシが小型魚類を

捕食している。 

 調査結果より、地域を特徴づけ

る生態系の注目種として、上位性

のチョウゲンボウ及びアオサギ、

典型性のハクセキレイを選定し、

生息環境、採餌、繁殖への影響を

予測・評価した。 

 

【施設の利用】 

上位性(チュウヒ、チョウゲン

ボウ、ハヤブサ、ミサゴ及びアオ

サギ)並びに典型性（カモ類、シ

ギ・チドリ類、コアジサシ、ヒバ

リ、セッカ、オオヨシキリ及びハ

クセキレイ）に係る生息環境に対

する影響については、空調設備等

は可能な限り低騒音型及び低振

動型の設備を採用する等、環境の

保全及び創造のための措置を確

実に実施することにより影響は

小さいと予測された。繁殖及び採

餌への影響については、繁殖特

性、採餌特性、環境の保全及び創

造のための措置を踏まえて検討

した結果、影響はないまたは小さ

いと予測された。 

 

【工事の実施】 

上位性(チュウヒ、チョウゲン

ボウ、ハヤブサ、ミサゴ及びアオ

サギ)並びに典型性（カモ類、シ

ギ・チドリ類、コアジサシ、ヒバ

リ、セッカ、オオヨシキリ及びハ

クセキレイ）に係る生息環境に対

する影響については、工事で使用

する建設機械は、可能な限り低騒

音型、低振動型を採用する等、環

境の保全及び創造のための措置

を確実に実施することにより影

響は小さいと予測された。繁殖及

び採餌への影響については、繁殖

特性、採餌特性、環境の保全及び

創造のための措置を踏まえて検

討した結果、影響はない又は小さ

いと予測された。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・空調設備等は可能な限り低騒音型及び低

振動型の設備を採用し、適切な維持管理

を行う。 

・適切な遮光フードの採用、照明器具の適

正配置により、会場予定地外及び（仮称）

舞洲駐車場予定地外に生息・生育する動

植物への影響を可能な限り低減する。 

・建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。 

・来場者の車両は原則として主要な通行ル

ート以外を通行しないよう誘導すること

により、来場者の車両による騒音等の影

響を可能な限り低減する。 

・グリーンワールドや静けさの森には緑地

を確保することにより動物が利用できる

よう検討する。 

・ウォーターワールドは、水辺に生息する

鳥類に配慮して開放水面を可能な限り確

保する。 

・ウォーターワールドの沈殿池は、地盤改

良工事の予定がなく、浅場や羽休め等の

休息の場として鳥類の利用が可能と考え

られる。また、ウォーターワールドの南東

部は、工事で移動させた底質土砂の一部

等を大阪市と連携し適切な場所に戻し、

水位を回復させることで浅場となり、水

辺を利用する鳥類が利用できるよう検討

する。   

・夢洲 1 区の内水面付近は、2025 年度末ま

で、工事・立入を行わない場所であること

から、草刈りの実施などの対策を大阪市

等と調整し、裸地を利用する鳥類が利用

できるよう検討する。 

 

【工事の実施】 

・工事関係者による工事区域外への不要な

立ち入りを禁止する。 

・騒音及び振動の発生源となる建設機械は、

可能な限り低騒音型、低振動型を使用す

る。 

・夜間工事を行う場合には、工事を最小限

にとどめ、適切な遮光フードの採用、照明

器具の適正配置により、会場予定地外及

び（仮称）舞洲駐車場予定地外に生息・生

育する動植物への影響を可能な限り低減

する。 

・会場予定地内の工事中の雨水等は、会場

予定地内南側のウォーターワールド予定

地に流入させ、同地内を経由させること

で、SS の除去を行う計画である。また、

コンクリート打設等に伴うアルカリ性の

排水はpH調整を行った後にウォーターワ

ールドを経由して既設の余水吐より放流

する計画である。 
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表 5.15.1(15) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

陸域 

生態系 

（前頁つづき） 

そしてアオサギ等の

サギ類は、肉食性鳥類

や肉食性両生類等を捕

食している。また、猛禽

類のミサゴは、周辺の

海域に生息している魚

類を捕食している。 

（結果は前頁） 【工事の実施（前頁つづき）】 

・工事の実施にあたりコアジサシの飛来が

確認された場合には、「コアジサシ繁殖地

の保全・配慮指針」（平成 26 年、環境省

自然環境局野生生物課）に基づき、防鳥ネ

ットによる被覆等の営巣防止策を実施す

る。また、営巣が確認された場合には、付

近を原則立入禁止とする等、配慮、対策を

行う。 

・夢洲 1 区の内水面付近は、2025 年度末ま

で、草刈りなどの対策を大阪市等と調整

し実施することにより、裸地を利用する

鳥類が利用できるよう検討する。 

・ウォーターワールドの沈殿池は、地盤改

良工事の予定がなく、浅場や羽休め等の

休息の場として鳥類の利用が可能である

と考えられる。また、ウォーターワールド

の南東部は、工事で移動させた底質土砂

の一部等を大阪市と連携し適切な場所に

戻し、水位を回復させることで浅場とな

り、水辺を利用する鳥類が利用できるよ

う検討する。 
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表 5.15.1(16) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

海域 

生態系 

会場予定地の護岸上

では生産者としてイギ

ス属やイトグサ属、ア

オサ属等の付着植物が

生育している。護岸上

の低次消費者としては

主にムラサキイガイ等

が生息しているが、護

岸上の付着動物相は、

周辺海域由来の懸濁性

餌料に依存する消費者

が卓越していると考え

られる。護岸（護岸直下

の海底面を含む）には

これらの生物に加え、

イシガニ等の甲殻類、

キヒトデ等の棘皮動

物、カサゴ、マタナゴ、

及びキジハタ等の魚類

が生息している。護岸

付近に生息するカサ

ゴ、キジハタ等は魚食

性であり、護岸におい

て栄養段階の上位に位

置する。 

会場予定地周辺の浅

海域中では植物プラン

クトンは動物プランク

トンである橈脚亜綱の

ノープリウス幼生等に

摂餌される。これらの

プランクトンはカタク

チイワシやネズッポ科

等の稚仔魚等にも摂食

される。 

海底には多毛類のシ

ノブハネエラスピオや

マナマコ等の底生生物

が生息しており、これ

らの動物は海底上に堆

積したデトリタスや水

中のプランクトン等を

摂食する。甲殻類のガ

ザミはこれらの底生生

物を摂食し、浅海域に

生息する動物の栄養段

階の頂点に位置するス

ズキは護岸付近も生息

環境として利用しなが

ら多様な魚介類を捕食

している。 

 調査結果より、地域を特徴づけ

る生態系の注目種として、上位性

のスズキ、典型性のシノブハネエ

ラスピオを選定し、生息環境、採

餌、繁殖への影響を予測・評価し

た。 

 

【工事の実施】 

上位性のスズキ及び典型性の

シノブハネエラスピオについて

は、本事業では海域の浚渫や埋立

は行わないこと、工事中の排水に

ついて環境の保全及び創造のた

めの措置を講じることにより、水

質の変化の程度はいずれも小さ

いと予測されたことから、生息環

境、採餌、繁殖への影響は小さい

と予測された。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【工事の実施】 

・会場予定地周辺において、浚渫及び埋立

は行わない。 

・工事中の雨水等は、会場予定地内南側の

ウォーターワールド予定地に流入させ、

同地内を経由させることで、SS の除去を

行う計画である。また、コンクリート打設

等に伴うアルカリ性の排水はpH調整を行

った後にウォーターワールドを経由して

既設の余水吐より放流する計画である。 
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表 5.15.1(17) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

景観 会場予定地は、人工

島である夢洲に位置し

ており、事業計画地及

びその周辺の臨海部で

は、入り組んだ海岸線

が形成され、対岸の建

物が見渡せる等大阪港

ならではの景観が形成

されるとともに、ガン

トリークレーン、大型

クルーズ船の入港風景

のほか、大阪港に沈む

夕陽等、多様な表情を

持つ海辺のまちなみが

生み出されている。 

「大阪市景観計画」

では、市域全体が景観

計画区域に定められて

おり、会場予定地であ

る夢洲は、基本届出区

域の中の「臨海景観形

成区域」に定められて

いる。 

【施設の存在】 

施設の存在に伴う景観への影

響については、施設完成後におい

ても一部がわずかに視認される

（No.1、No.2、No.3、No.7）か、

ほとんど視認されない（No.5、

No.6）。また、コスモタワー展望

台（No.4）においては、全体が視

認されることになるが、大阪市内

の臨海部に位置する人工島であ

る夢洲の海と空に囲まれたロケ

ーションを活かし、周辺の景観と

調和した会場づくりに努める計

画としていることから、周辺の景

観に大きな影響はないと考えら

れた。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の存在】 

・パビリオン等の建設にあたっては、パビ

リオンの設計に係るガイドラインを策定

し、パビリオンの高さについて、計画・設

計上の制限又は禁止事項等を設け、大阪

港の景観形成や夕陽への影響に配慮を行

う。 

・照明設備の詳細計画やパビリオンの設計

においては、IDA（International Dark-

sky Association）の「責任ある屋外照明

の 5 つの原則」等を参考に検討しており、

会場外への影響をできる限り抑えるよう

配慮する。 

・ガイドラインにおいて、屋外照明及び屋

内照明のうち外に漏れる光への対策につ

いても評価項目としている建築環境総合

性能評価システム（CASBEEⓇ-短期使用）

により評価を行い、建築物環境効率ラン

ク A 以上とする。 
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表 5.15.1(18) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果の概要 

環境影響 

評価項目 
現地調査の結果 予測・評価の結果 環境保全対策の検討結果 

自然との

ふれあい

活動の場 

会場予定地周辺の主

要な自然とのふれあい

活動の場は、南港中央

公園、野鳥園臨港緑地、

新夕陽ケ丘、中央突堤

臨港緑地、シーサイド

コスモ、舞洲緑地、舞洲

緑道、シーサイドプロ

ムナードがあり、散歩、

ジョギング、サイクリ

ング、釣り、スポーツ等

を楽しむことができる

施設となっている。 

【施設の利用】 

施設関連車両の走行に伴い、ふ

れあい活動の場に影響を及ぼす

ことが考えられる大気質、騒音、

振動については、環境の保全のた

めの措置を講じることにより環

境保全目標を満足しており、その

影響は小さいと予測された。 

ふれあい活動の場の利用特性

及び価値への影響については、車

両によるアクセスルートの分断・

消滅はなく、徒歩ルートも適切に

確保されており、自然とふれあい

活動の場へのアクセスに対する

影響は小さいと予測された。 

なお、ビューポイントである地

点については、施設関連車両の走

行により利用者の視線が遮られ

ることはなく、影響はないと予測

された。 

 

【工事の実施】 

ふれあい活動の場の消滅の有

無と改変の程度については、ふれ

あい活動の場の改変は行わない

こと等から影響はないと予測さ

れた。 

工事関連車両の走行に伴い、ふ

れあい活動の場に影響を及ぼす

ことが考えられる大気質、騒音、

振動については、環境の保全のた

めの措置を講じることにより環

境保全目標を満足しており、その

影響は小さいと予測された。 

ふれあい活動の場の利用特性

及び価値への影響については、利

用者の車両によるアクセスルー

トの分断・消滅はなく、徒歩ルー

トも適切に確保されており、自然

とふれあい活動の場へのアクセ

スに対する影響は小さいと予測

された。 

なお、ビューポイントである地

点については、工事関連車両の走

行により利用者の視線が遮られ

ることはなく、影響はないと予測

された。 

 

事業の実施にあたっては、右記

に示す環境保全対策を実施する。 

以上のことから、環境保全目標

を満足するものと評価する。 

【施設の利用】 

・主要ターミナル駅からのシャトルバスや

パークアンドライドバスを導入すること

により来場者等の車両台数の低減や車両

交通流の円滑化を図る。 

・（仮称）舞洲駐車場においては、原則事前

予約制の導入を行うことで、来場時間の

平準化を行い車両のピーク時間帯への集

中を回避する。 

・舞洲内道路については、一方通行での運

用も視野に入れて関係機関等と調整を行

う。 

・駐車場内や入口付近の交通流動について

は、今後の施設設計において、場内に来場

者車両の滞留スペースを設置する等、周

辺交通への影響をできる限り低減するよ

う検討する。 

・駐車場の出入口には、警備員を適切に配

置する等、歩行者の安全確保について検

討する。 

 

【工事の実施】 

・工事関連車両の運行にあたっては、乗り

合いを推進すること、朝夕の通勤により

混雑する時間帯をできる限り避けること

により工事関連車両の車両台数の低減を

図る。 

・工事関連車両運転者に対しては、歩行者

等の優先の徹底、交差点進入時、右左折時

における歩行者等の安全確認の徹底等の

交通安全教育を徹底する。 
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